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北部市民交流センター本館・北部公民館 講座のお知らせ 

ワクチン接種後も感染予防対策は必要です 

あなたと周りの大切な人を守り、たのしく安心して講座に参加できるようご協力お願いします。 

間近での会話や発声の際

は距離を保ちマスクを着

用しましょう。 

人が近い距離で集まったり

せず、距離を保ちましょう。 

「燻製～絶品やみつき～」  
 お家やキャンプでも手軽に簡単！普段の食材
を絶品にする燻製を学びましょう！～卵・ベーコ
ン・塩サバ・あと１品はお楽しみに♪～ 

 

日 時：９月２０日（火） 

午後１時半～３時 
対 象：１６歳以上 
定 員：１２名（先着順） 
受講料：７００円（材料費５００円含む） 
持ち物：エプロン、三角巾、手拭きタオル、 

筆記用具、マスク、持ち帰り用袋 
講 師：木島 成志さん（燻製と酒の店 き ） 
申 込：９月５日（月）以降に電話・FAXで受付 

※受講料の納入、キャンセルは９月１２日（月）まで 

「季節の発酵食料理講座 
～実りの季節を味わう秋の発酵ごはん～」  
 日中は残暑が続くものの夜は気温が下がり、乾
燥や寒暖差など、徐々に秋モード。発酵を活かし
た温め料理＆うるおい食材を中心に、胃腸のはた
らきを整え、実りの秋を楽しみましょう。 
【メニュー】 
秋鮭のパエリア、酒粕かぼちゃスープ、さつまい
ももち、季節のフルーツの胡麻和え 

 

日 時：９月３０日（金） 

午前１０時～午後１時 

対 象：１６歳以上 

定 員：８名（先着順） 

受講料：１,２００円（材料費１,０００円含む） 

持ち物：エプロン、ふきん２枚（食器拭き用）、三角巾、 

マスク、筆記用具  

講 師：しばた ゆみこさん 

（「実の木」パンと発酵料理教室主宰）  

申 込：９月６日（火）以降に電話・FAXで受付 
※受講料の納入、キャンセルは９月２２日（木）まで 

「子どもがいるからこそ！ 
   毎日の生活に防災を！」  

 子どもがいる家庭に合った備蓄や持ち出し袋を考
えてみよう。 

 

日 時：９月３０日（金） 

午後１時半～３時 
対 象：１６歳以上 
定 員：１０名（先着順） 
受講料：３００円 

（資料代１００円含む） 
講 師：川上 智子さん（防災士） 
申 込：９月６日（火）以降に電話・FAXで受付 

※受講料の納入、キャンセルは９月２２日（木）まで 

北部市民交流センター本館・ 
北部公民館 

TEL:072-464-5725  
FAX:072-469- 2284 

受付：月曜日から土曜日 
午前９時～午後８時 

（日曜日・祝日は除く）  
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「泉佐野元気塾」 
音楽介護予防教室 

日 時：毎月第１･第３木曜日 午後１時半～３時 

対 象：泉佐野市介護保険加入の方（４０歳以上） 
定 員：５５名     参加費：無料 

：飲み物、汗拭きタオル 
※動きやすい服装で参加してください 

申 込：不要（会場まで直接お越しください） 

「介護予防カラオケ」 
歌って元気にカラオケ！ 

日 時：毎月第２火曜日 午後１時～３時 
対 象：４０歳以上   定 員：なし 

：無料    ：飲み物 
申 込：不要（会場まで直接お越しください） 

9 月 
1 日･15 日 

9 月 13 日 

「セルフ整体ヨガ」  
身体の歪みからくる、コリや痛みを自分自身で
整え、自然治癒力をたかめていきます。 
 

日 時：１０月４日～１２月２０日 

（１０月１１日、１１月２２日を除く） 

毎週火曜日（全１０回） 

午後６時半～７時４０分 

対 象：１６歳以上 

定 員：３０名（先着順） 

受講料：２,０００円 

持ち物：飲み物、汗拭きタオル、 

ヨガマットまたはバスタオル 

※動きやすい服装で参加してください 

講 師：山崎 浩子さん 

（日本総合ヨガ普及協会指導士） 

申 込：９月９日（金）以降に電話・FAXで受付 

※受講料の納入、キャンセルは９月３０日（金）まで 

 
健 康 

 
対 象 

「おとなの美し文字」  
普段よく使うボールペンや筆ペンで、文字をき
れいに書くコツを学びませんか。宛名やのしなど
の書き方のポイントや、俳画のような簡単な絵も
学べます。 
 

日 時：１０月５日～１２月２１日 

（１１月２３日、１１月３０日を除く） 

毎週水曜日（全１０回） 

午後３時～４時半 

対 象：１６歳以上 

定 員：２０名（先着順） 

受講料：２,０００円 

持ち物：使いやすいペン、筆ペン 

講 師：坂井 重美さん 

（北部市民交流センター本館登録講師） 

申 込：９月８日（木）以降に電話・FAXで受付 

※受講料の納入、キャンセルは９月３０日（金）まで 

「いきいき楽ヨガ」  
身体の歪みやバランスを整えて、ゆったりとし
たペースでヨガのポーズを行います。身体に無理
な負荷をかけず、初めての方でも気軽にヨガを楽
しめます。 
 

日 時：１０月７日～１２月１６日 

（１０月１４日を除く） 

毎週金曜日（全１０回） 

午前１０時～１１時１０分 

対 象：１６歳以上 

定 員：２５名（先着順） 

受講料：２,０００円 

持ち物：飲み物、汗拭きタオル、５本指の靴下 

ヨガマットまたはバスタオル 

※動きやすい服装で参加してください 

講 師：立花 裕美子さん 

（北部市民交流センター本館登録講師） 

申 込：９月７日（水）以降に電話・FAXで受付 

※受講料の納入、キャンセルは９月３０日（金）まで 

「シェイプエクササイズ」  
音楽に合わせて楽しくエクササイズを行いま
す。日頃の運動不足を解消しませんか。 
 

日 時：１０月１２日～１２月２１日 

（１１月２３日を除く） 

毎週水曜日（全１０回） 

     午後７時半～８時４０分 

対 象：１６歳以上 

定 員：３０名（先着順） 

受講料：２,０００円 

持ち物：飲み物、汗拭きタオル、 

ヨガマットまたはバスタオル 

※動きやすい服装で参加してください 

講 師：谷口 寿美恵さん 

（スポーツインストラクター） 

申 込：９月９日（金）以降に電話・FAXで受付 

※受講料の納入、キャンセルは９月３０日（金）まで 

 新型コロナウイルスの感染状況によって、

中止や延期となる場合があります。中止や延

期の情報は随時、公式ＬＩＮＥやホームペー

ジにて掲載いたします。 

 
健 康 

 
対 象 

 
健 康 

 
対 象 
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９月 
日  月  火  水  木  金  土  

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30  
 

８
級 

三
浦 

絆
菜 

 
 

 

濱
野 

心
ノ
丞 

７
級 

濱
野 

心
ノ
丞 

 
 

 

嘉
陽
田 

昇
輝 

６
級 

池
浦 

理
子 

 
 

 

久
禮 

彩
花 

暗
算
２
級 

前
田 

朱
天
蘭 

 
 

開室時間 午前１０時半～午後６時 

お 休 み 日曜日･祝日･年末年始・ 

毎月最終木曜日・特別図書整理期間 

お問合せ  ☎０７２－４６９－５１７１ 

児童書  

一般書  

 

 

令
和
四
年
五
月
二
九
日 

泉
佐
野
市
珠
算
協
会
主
催 

 

第
一
九
九
回
検
定
試
験
合
格
者 

『最新「地政学」入門』 山内 昌之/監修 宝島社 

『こむら返り自力で克服！名医が教える最新１分体操大全』 出沢 明/著 文響社 

『あなたにも描ける、本物のように美しい色鉛筆画』 村松 薫/著 日本文芸社 

『読書の森で寝転んで』 葉室 麟/著 文藝春秋 

『星屑』 村山 由佳/著 幻冬舎 

令
和
四
年
六
月
二
六
日 

日
本
商
工
会
議
所
主
催 

 

第
二
二
五
回
検
定
試
験
合
格
者 

図書室では定期的に新しい本が入ってきています 

 

 

 

『サバンナで野生動物を守る』 沢田 俊子/著 講談社 

『かみなり』 妹尾 堅一郎/監修 ポプラ社 

『ワニのガルド』 おーなり 由子/作・絵 偕成社 

『こうもり』 アヤ井 アキコ/作 福井 大/監修 偕成社 

『ボクちゃんとチョロ』 さいき せつこ/ぶん 文芸社 

３
級 

濱
野 

ね
ね 

２
級 

小
野 

舞
華 

 
 

 

 
 珠

算
生
の
成
果 
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北部市民交流センター 青少年分館 ☎ 072-464-8700 

 
ヒグラシの鳴き声と共に、夏休みも終わりに近づいてきました。 

毎年のように夏休みが終わる頃になると、宿題や作品完成に追われる親子の姿をよく見かけま

す。特に「夏休みの自由研究」や工作、夏の思い出の絵日記や作文などなどです。 

 あわてて家族に手伝ってもらい、泣き泣き仕上げた作品や絵日記が今でも家の片隅に残ってい

ます。月日がたってよくよく見ると、なかなか素朴な子どもらしい絵やユニークな作品だったり

するものです。子どもの成長を見守りながら、遠い夏の日の思い出が昨日のようによみがえって

きます。 

青少年分館の子どもたちも早々に夏休みの宿題が終わった子、 

毎日朝から遊びに夢中になり、宿題を忘れてあわてている子など様々です。 

青少年分館では、少しでも思い出に残る活動にしようと、職員一同、 

手作りのアイデアを出し合って「青館夏休み活動」を計画しました。長引く 

コロナ禍の中で、少しでも思い出に残る活動にしようと考えて企画しました。 

思いのほか、子どもたちは、長い夏休みの青館活動を元気いっぱい過ごすことができました。 

北部市民交流センター 福祉分館（きちょう苑） ☎ 072-464-5727 

 

北部市民交流センター 体育分館 ☎ 072-464-8745 

金曜日９：３０～１０：５０ 

金曜日１４：００～１５：２０ 

 

火曜日１４：００～１５：２０ 

金曜日１９：２０～２０：４０ 

土曜日１０：００～１１：２０ ※曜日・時間・料金などは、NHG 体育館にお問い合わせください 

・各教室 対象年齢 16 歳以上（親子スポーツ除く）、「親子スポーツ」は親子または親族で参加（小学生以下） 

 

（キックエクササイズは除く） 

７月１４日・１５日、２班にわかれて「破戒」の映

画を鑑賞してきました。 

「破戒」は島崎藤村の原作で水平社宣言から１００

年の節目に映画化されました。主人公の丑松は近年活

躍が目覚ましい間宮祥太郎が演じています。映画を観

たあと、きちょう苑利用者から、以前も観たことがあ

ったがやはり良かった。丑松が自分の生い立ちを告白

する場面では、感動して目頭が熱くなったとの声が聞

かれました。 

最後に映画館の前で記念写真を撮ってきました。 
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７月２３日（土）、北部市民交流センター本館・北部公民館の３階ホールにて「夏休みおやこ体

験広場」を開催しました。 

 新型コロナウイルスの影響で３年振りの開催となる今回は、天候にも恵まれ、たくさんの方が来

場してくれました。感染拡大防止のご協力もいただき、ありがとうございました。 

舞台イベント 

ゲームコーナー
Ｎ  

部落解放泉佐野・田尻・熊取共闘会議による 

（写真パネルはユニセフ協会より借用） 
『  』パネル展 

こわ～い 
おはなし 

スタッフ
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体験コーナー 

 

鍮
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６月１７日（金）。三浦農園さんをゲストティーチャーに迎え、農家の

仕事や野菜のひみつについて教えてもらいました。「お仕事をしていて、

うれしいときはどんなときですか？」「きゅうりのとげとげは、どうして

あるの？」など、子どもたちからはたくさんの質問が出ました。初めて知

ることがいっぱいで、子どもたちは、「えー！」「なるほど！」と前のめ

りになって話を聞いていました。 

 また、野菜を育てるときに大切なことは「元気に育て！おいしくなあ

れ！」と、愛情を込めて育てることだと教えていただきました。子どもた

ちは、夏においしい野菜を収穫することを楽しみにお世話を頑張っていま

す。今回の聞きとり学習では、農家の仕事のやりがいや作物を育てる楽し

さを感じることができました。 

 

6 年生では「ジェンダー平等学習」にとりくんでいます。「男らし

く・女らしく」ではなく「自分らしく」生きることの素晴らしさにつ

いて、5 年生の時にゲストティーチャーで来てくださった清水展人さ

んのお話をふりかえりながら学習しました。 

6 月３０日には、泉佐野市内外からたくさんの先生が長坂小学校に

きてくれて、子どもたちの発言や多様な考え方について参観してもら

いました。ジェンダー平等に関する社会の課題や自分たちはどうして

いくべきなのか、“自分ごと”として考えることができました。ま

た、友だちと意見交流をすることで更に考えが深まりました。 

 

長坂小学校 

電話：072-462-8661 

２年生「 ぐんぐんそだて わたしの野さい 」 

 

６年生「 ジェンダー平等教育 」 

かがやき学級「 かがやき体験 」 

６月２３日（木）。かがやき学級と２年生の交流会で、「かがやき体験」を

行いました。 

かがやき学級の子どもたちは、それぞれの教室を案内して、フラッシュカー

ドや SST（ソーシャルスキルトレーニング）、けん玉などを用意しました。準

備の時からセリフを覚えたり、２年生が楽しんでくれるような活動を考えたり

と一生けん命とりくんでいました。       

２年生は落ちついて話を聞いて、とても元気よく活動にとりくんでくれまし

た。かがやき学級について知り、かがやき学級の子どもたちと仲良く交流がで

きたので、いい体験となりました。子どもたちの感想の中にも、「楽しんでく

れてよかった」「もう一回したい」という意見がたくさんありました。 

 

６月～７月のようす 
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防災・減災コーナー 

訓練内容 

 ●午後１時３０分 地震発生…館内放送や屋外スピーカーなどで緊急地震速報を放送します。 

 ●午後１時３３分頃…大阪府から大津波警報発表を知らせる訓練用のエリアメール・ 

緊急速報メールが携帯電話などに届きます。 

 ●午後１時３５分頃…泉佐野市から火災の拡大を知らせる訓練用のエリアメール・  

緊急速報メールが携帯電話などに届きます。 

訓練の目的 

  府内の一人ひとりが事前に考え、行動し、再確認していただくために実施する訓練です。 

９月１日は「防災の日」です。 

この日は、１９２３年（大正１２年）９月 1 日に起きた「関東大震災の教訓を忘れないように」

と言うことと私たちが暮らしている地域でも「台風、高潮、津波、地震等への備えを怠らないよう

に」との、災害に対する心構えを育成するために制定されました。 

私たちが暮らしている地域でも、近い将来起こるといわれている東南海・南海地震発生直後には、

地震の揺れや津波により多くの建物が全壊し、多数の死者が発生するとともに、ライフラインや交

通障害が生じると想定されています。そのため過去の災害を教訓として、日頃からご家庭や地域で

災害に備えるために改めて、避難経路、避難場所、防災用品等具体的な備えの確認をしておき、地

震等による災害が起った際には、スムーズな 

避難ができるよう家族や近所の人等と話し合 

っておきましょう。 

 

 

「防災の日」 

   

☆ 火災・救急・救助は 局番なしの 119番  

☆ 火災発生場所テレホンサービス 「072-463-0009」  

☆ 
医療機関照会・救急医療相談は 
「救急安心センターおおさか」 

携帯電話・プッシュ回線からは「♯7119」 
IP電話・ダイヤル回線からは「06‐6582‐7119」 

☆ 
小児救急電話相談 
（２０時から翌朝８時まで） 

携帯電話・プッシュ回線からは「♯8000」 
IP電話・ダイヤル回線からは「06‐6765‐3650」 

TEL 072-469-0119  FAX 072-469-0050 
（9時～17時半の間は音声ガイダンス対応ですので 5番を選択してください） 

地震、風水害等に備える準備を！！ 

 

９月２日（金） 午後１時３０分実施！！ 

大阪８８０万人訓練 
～一人ひとりが身を守る行動にチャレンジ～ 
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回答者数 = 987 ％

独自の文化や伝統の保存、伝承が十
分図られていないこと

差別的な言動をされること

結婚問題で周囲の反対を受けている
こと

就職・職場で不利な扱いを受けること

職場、学校等で嫌がらせやいじめを受
けること

じろじろ見られたり、避けられたりする
こと

その他

起きているとは思わない

わからない

無回答

20.4

15.3

12.6

9.3

7.9

4.5

0.7

7.0

60.4

0.7

0 20 40 60 80 100

情報が少ないからなのか、

「分からない」と答えた人が６

０.４％もいました。 

２０１９（令和元）年５月に

「アイヌの人々の誇りが尊重

される社会を実現するための

施策の推進に関する法律（アイ

ヌ施策推進法）」が施行されま

した。アイヌの人々に対する差

別は今も無くなっていません。 

 

項目の大部分で、前回調査より割

合が減少しています。コロナ禍以前

に訪日外国人が増加していたことが

影響しているのでしょうか。 

２０１６（平成２８）年６月に「本

邦外出身者に対する不当な差別的言

動の解消に向けた取り組みの推進に

関する法律（ヘイトスピーチ解消

法）」が施行されました。インター

ネット上での在日外国人への誹謗中

傷も大きな問題となっています。 

 

◆ 

◆ 

外国人の生活習慣や宗教・文化への
理解や認識が十分ではない 

 
日常生活において、外国語による情
報が少ないために、十分なサービス
を受けることができない 
 
就職や仕事の内容、待遇(たいぐう)

などで、不利条件におかれている 
 
外国人への偏見(へんけん)などがあ
り、住宅を容易に借りることができ
ないこともある 
 
外国人のための日本語や日本文化に
関する教育の機会が十分ではない 
 

選挙権がないなど権利が制限されて
いる 
 

結婚問題で周囲から反対を受ける 

 

入店を断られる施設がある 

 

その他 

 

特に問題のあるものはない 

 

わからない 

 

無回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

外国人の生活習慣や宗教・
文化への理解や認識が十分
ではない
日常生活において、外国語に
よる情報が少ないために、十
分なサービスを受けることが
就職や仕事の内容、待遇( た
いぐう) などで、不利な条件に
おかれている
外国人への偏見( へんけん)
などがあり、住宅を容易に借
りることができないこともある
外国人のための日本語や日
本文化に関する教育の機会
が十分ではない

選挙権がないなど権利が制
限されている

結婚問題で周囲から反対を
受ける

入店を断られる店や施設があ
る

その他

特に問題のあるものはない

わからない

無回答

46.2

38.1

36.9

30.1

24.1

17.1

12.2

5.3

0.8

3.7

20.9

2.3

54.1

37.5

32.4

31.4

54.1

21.9

17.2

5.6

1.1

3.0

16.0

5.0
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「泉佐野市 人権に関する意識調査」を実施しました 

第 5 回 
 

『アイヌの人々への差別』 

〇 問 アイヌの人々に関して、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか？（複数回答可） 

 

 

『外国人差別』 

〇 問 外国人について、どのような人権問題が起きていると思いますか？ 
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感染症に関しては、目に見えないウイル

スへの忌避意識を大きな要因とし、不当な

差別が起きてしまいます。 

ハンセン病患者・回復者は隔離され、

様々な基本的な人権を奪われました。家族

と引き離され、新しい家族をもつことすら

制限されました。故郷や親族とも縁を切ら

され、多くの人が亡くなった後も故郷には

帰れていません。家族も自分たちへの差別

を避けるために、患者のことを周囲の人に

知られないようにしました。 

ＨＩＶ感染者のときも、そして新型コロ

ナウイルス感染症でも同様の差別を生み出

しました。病気に直面したときに、私たち

はいともたやすく差別者になるという過ち

を繰り返しています。 

 

殆どの項目で前回調査より割合が高く

なっています。 

インターネットやスマートフォンの普

及により、生活は便利になりました。Ｓ

ＮＳでは誰もが簡単に発信者になれま

す。投稿時の匿名性から、あらゆる差別

について無責任に発信されます。ＳＮＳ

での誹謗中傷で悩み、自ら死を選んでし

まう悲しい事件も起きています。インタ

ーネットの向こう側で発信を受け取って

いるのは生身の一人の人間であることを

忘れてはいけません。 

 

◆ 

 

◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

病気についての理解や認識
が十分ではない

本人や家族が世間から好奇
または偏見の目で見られる

差別的な言動を受ける

結婚や就職で差別がある

患者や回復者の社会復帰が
困難である

医療施設や療養環境が十分
ではない

学校や職場で不利な扱いを
受けたり、退職や退学に追い
込まれる

賃貸住宅等への入居を断ら
れたり、制限される

その他

特に問題のあるものはない

わからない

無回答

56.7

36.2

28.5

25.3

24.3

19.4

14.3

7.4

0.6

1.2

30.2

1.6

61.8

44.0

33.7

36.2

33.5

28.7

19.7

11.0

0.3

1.0

20.3

5.1
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『 ＨＩＶ感染者、ハンセン病回復者及びその家族の人権 』 

〇 問 ＨＩＶ感染者、ハンセン病回復者及びその家族について、どのような人権問題が起きていると

思いますか？ 

 
令和３年度調査

（回答者数 = 987）

平成27年度調査

（回答者数 = 926）

『 情報化社会、インターネット・ＳＮＳにかかわる人権問題 』 

〇 問 パソコン・モバイル端末や携帯電話・スマートフォンなどを利用したインターネット上

のサイトやＳＮＳなどでは、どのような人権問題が起きていると思いますか。（複数回答可） 

 
％

他人を誹謗中傷（ひぼうちゅうしょう）す
る表現や差別を助長する表現を用いた
情報を掲載する

子どもたちの間で、インターネットを利
用した「いじめ問題」が発生している

犯罪を誘発する場となっている

個人情報の流出により知らない企業
や団体からダイレクトメールが届く

個人情報の不正な調査や取扱い、流
出等が発生している

わいせつ画像（ネットポルノ）や残虐な
画像など、有害な情報を掲載する

事件の当事者や捜査の対象となって
いる未成年者や家族の実名や顔写真
等を掲載する

インターネットが悪質商法の取引の場
となっている

その他

特に問題のあるものはない

わからない

無回答

78.8

64.8

48.6

46.5

46.0

42.2

38.2

37.9

0.8

0.8

9.6

1.8

63.1

58.7

53.5

43.0

44.0

43.4

36.7

36.6

1.3

0.4

14.6

5.6

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（回答者数 = 987）

平成27年度調査

（回答者数 = 926）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度 北部市民交流センタ－本館 

～あなたの作品を大募集！ 皆さまの応募をお待ちしております!!～ 
!～ 

題 材：『今私にできること！したいこと！ 

地球にいいことを考えよう』 

日々の生活での少しの気遣いが、今の世界や未来を守ることにつながります。 

エコ活動やＳＤＧｓなど、自分ができることや未来へのメッセージとして、 

川柳で表現してください。 
 

応募方法：右下の枠に記入し直接ご持参いただくか、ハガキ・ＦＡＸ・Ｅメールでも受付けます。 

なお、応募の際は以下①～⑥の内容をご記入ください。 

※お一人五句までの応募とさせていただきます。 
 
 

応 募 先 

泉佐野市立北部市民交流センター本館川柳係 

【はがき】〒598-0062 泉佐野市下瓦屋 222-1 

【メール】izumisanojinbun@beach.ocn.ne.jp 

【ＦＡＸ】072-469-2284 

①川柳 ②住所 ③氏名（ふりがな） 

④電話番号 ⑤年齢  

⑥掲載となった場合のペンネーム（希望の方） 

※未記入の場合はイニシャル掲載になります。 

〆切 10月 31日（月） 

入賞者は 2月号で発表します 

ご応募いただいた作品を玄関に展示し、来館し

ていただいた皆様にも投票していただこうと思

っています。 

たくさんのご応募、お待ちしております！ 

川柳とは、５・７・５の１７音から作られた日

本の詩です。 

俳句とは違い、季語などの難しいルールもあり

ませんので、自由な表現であなたの気持ちを川柳

に込めてみませんか？ 

 

優秀賞に選ばれた５名の方には 1,000円分の

図書カードプレゼント！ 

応募してくれた方全員に参加賞プレゼント！ 

ペ
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